
平成２９年度調達改善計画の上半期自己評価の概要

主な計画内容（年間） 取 組 実 績 等

◇目標の達成状況：平成２９年度調達改善計画の全ての取組について着実に実施しており、計画通り進捗

一者応札の事前
審査・事後審査の
実施・強化

電力調達、ガス
調達の改善

価格交渉

随意契約事前確
認公募

企画競争及び総
合評価落札方式
の適正な審査

庁費類（汎用的な
物品・役務）の調
達の見直し

定期刊行物等の
縮減

■入札手続き開始の際のチェックリストの活用や一者応札・応募案件
のアンケート調査、外部有識者による事前・事後審査等を実施し、
一者応札・応募の改善に努めた

■入札手続き開始の際のチェックリストの活用や一者応札
・応募案件のアンケート調査、外部有識者による事前・事
後審査等を実施する

■一般競争入札により契約を行うことで競争性を高め、調達コス
ト削減を目指す

■電力の調達について、電力の調達コスト削減や温室効果ガス排出
削減に向けて、裾切り方式による一般競争入札を６件実施
一般競争入札へ移行前の年度と比較可能なもの３件のうち、
２件は約３０万円（１１．６％）の削減

■調達先が特定されている一部の調達案件を対象に、価格の
見積根拠等の精査を通じて、調達案件に適切な仕様及び価
格となるよう努め、調達コスト削減に努める

■一般競争入札等から随意契約事前確認公募へ移行するこ
ととした案件について、公募期間中以外でも新規参入希望者
の発掘が可能となるよう、ＨＰでの恒常的な公表を行う

■随意契約事前確認公募に移行した案件のうち、参加の意思表示が
一者のみであった３件の契約について、新たにＨＰを開設し公表を行った

■「「競争性のある随意契約」運用の標準マニュアル」等につ
いて、契約を取り巻く状況に合わせ必要に応じ見直しを行う

■共同調達の実施（金融庁、会計検査院）
◇目標実施数：１４類型のうち調達需要があった案件
◇共同調達を実施する案件について、比較可能な物品等を
対象に対共同調達開始の前年度比１割程度の削減

■競り下げによる調達の実施
◇目標実施対象：家電
◇競り下げ開始価格と比較して約１割程度の削減

■随意契約事前確認公募に移行した案件等のうち、価格交渉の余地が
あると考えられた４件の随意契約について価格交渉を実施した結果、
契約予定者が当初提示した価格から約１５８万円（３．６％）の削減
また、事例を省内内部部局及び外局等に対して情報共有することで、
調達を実施する職員のスキルアップや、適切な仕様及び価格に対する
意識の醸成に寄与

■契約監視委員会で課題とされた総合評価落札方式の技術審査方法
について整理を行い、対応方針をとりまとめ省内に周知

■共同調達による調達改善の実施
◇共同調達の調達実績：１０類型（残る４類型は調達需要なし）
◇対共同調達開始の前年度比約９４３万円（９．９%）の削減

■競り下げによる調達改善の実施
◇競り下げの調達実績：調達需要なし

■定期刊行物、雑誌、新聞等について、調達数量の縮減に
努める

■予算節減等の観点から、官報の定期購読について紙媒体から電子
媒体への切り替え等を行い、約２４万円（３７．５％）の削減
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